
 

 

木材の水中乾燥 

～なぜ木材を水に沈めるのか？～ 

 

現代の木材乾燥では、短期間で仕上げる「人工乾燥」が主流となっています。 

一方で、古くから木材を池や川、水中貯木場などに一定期間沈め、その後に自然乾燥させる

「水中乾燥（水中貯木）」という方法が行われてきました。 

一見すると乾燥とは逆の方法に思えますが、水中で保管することにより木材の状態を整え、乾

燥後の品質向上につなげる工夫として利用されてきました。 

古くから受け継がれてきた木材利用の知恵。その仕組みは、現在も研究が続けられています。 

 

1．木材内部の状態を整える 

木材を水中に置くと、内部の水分状態が均一になります。 

その後の乾燥において急激な水分変化が起こりにくくなるため、割れや反りなどの発生を抑え

る効果が期待されています。 

 

2．樹液やデンプンなどの成分が変化する 

木材を長期間水に浸すと、樹液成分やデンプンなどの一部が水中へ溶け出します。 

こうした変化によって乾燥後の品質が安定し、加工しやすくなる場合があるとされています。 

 

3．微生物の働き 

水中ではさまざまな微生物が活動しています。 

研究では、これらの微生物が木材の細胞組織に変化を与え、水分の移動を助けることで乾燥性

が向上する場合があることが報告されています。 

その結果、乾燥後の反りや割れが少なくなることが期待されています。 

 

◆ 伊勢神宮にも伝わる「水中貯木」の伝統 

20年に一度行われる伊勢神宮の式年遷宮では、古くから木材を池などで保管する「水中貯

木」の伝統が受け継がれています。 

このような水中保管は、木材の品質を維持し、安定した状態で利用するための知恵として長年

活用されてきました。 

 

◆ 水中乾燥がもたらす特徴 

・反りやねじれが生じにくい 

木材内部の応力が緩和されることで、乾燥後の変形が少なくなるとされています。 

・虫害を受けにくくなる場合がある 

虫の栄養源となるデンプンなどの成分が減少することで、虫害の発生を抑える効果が期待さ

れています。 

・美しい木目や質感 

水中保管と自然乾燥を経た木材は、木目や質感が良好であると評価されることがあります。 


